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2009年２月１日（毎月1回1日発行） 第473号 （１） 一人は万人のために 万人は一人のために 

利根保健生協 

♦出資金一世帯平均で全国目標の 
　５万円達成をめざしましょう 

理事25名　監事3名　総代203名　班長1340名　保健委員1723名 
くらしの相談員126名　ホームヘルパー2級144名　3級40名 

２００８年１２月現勢 

生協組合員  
出 資 金 額  
平均出資金額 

・・・・・・・・・・ 
・・・・ 
・・・・・・・・・・・・ 

利根保健生活協同組合 
発行人　都  築　  靖　　発行部数　21,300 
編　集　「利根の保健」編集委員会 

事業所 

片品村鎌田 

〒３７８-００５３  沼田市東原新町１８５５番地の１ 
☎0278（22）4321　　FAX（22）4393
利 根 中 央 病 院  
利 根 歯 科 診 療 所  
老 人 保 健 施 設 と ね  
とね訪問看護ステーション 
片 品 診 療 所  

☎（22）4321 
☎（24）9418 
☎（22）8855 
☎（23）3706 
☎（58）3910

印　刷　有限会社 コトブキ印刷 

26,210世帯 
1,225,450,000円 

46,755円 
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科
医
師
削
減
で

内
科
医
師
削
減
で 

内
科
医
師
削
減
で

内
科
医
師
削
減
で 

内
科
医
師
削
減
で 

「
新
病
院
建
設

「
新
病
院
建
設
」着
工
延
期

着
工
延
期 

「
新
病
院
建
設

「
新
病
院
建
設
」着
工
延
期

着
工
延
期 

「
新
病
院
建
設
」着
工
延
期 

　
新
病
院
建
設
は
、
今
年
７
月
頃
の
着
工
を
め
ざ
し
て
諸
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
４
月
か
ら
利
根
中
央
病
院
内
科
医
師
の
大
幅
減
員
と
い
う
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
様
な
事
態
を
受
け
昨
年
12
月
の
理
事
会
及
び
「
新
病
院
建
設
委
員
会
」
で
は
、
今

後
の
病
院
建
設
の
進
め
方
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。 

　
”医
療
崩
壊
“を
遠
い

地
域
で
の
他
人
事
と 

高
を
括
っ
て
い
た
人
が

居
た
ら
、
最
近
当
院
で

も
起
こ
っ
て
い
る
事
象
を
考
え
れ

ば
、
自
ら
の
問
題
と
し
て
認
識
出

来
る
と
思
う
▼
”医
療
崩
壊
“は
、

医
療
の
中
心
で
あ
る
医
師
不
足
か

ら
発
生
す
る
事
が
多
い
。
長
年
に

亘
る
政
府
の
低
医
療
費
政
策
が
元

凶
で
あ
る
事
は
心
あ
る
人
は
知
っ

て
い
る
。
先
進
諸
国
の
中
で
の
医

師
比
率
や
医
療
費
の
割
合
を
引
き

合
い
に
出
す
ま
で
も
な
く
、
医
師

養
成
に
歯
止
め
を
か
け
て
き
た
と

こ
ろ
に
、
５
年
前
か
ら
の
医
師
臨

床
研
修
制
度
が
引
き
金
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
医
師
不
足
に
は
、
医

師
を
取
り
巻
く
環
境
を
改
善
し
、

科
の
選
択
を
含
め
医
師
自
身
の
声

を
重
視
し
た
政
策
と
国
民
の
声
を

元
に
対
応
を
考
え
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
▼
本
年
４
月
よ
り
利
根
沼

田
に
於
い
て
も
”医
療
崩
壊
“が
起

こ
る
か
も
知
れ
な
い
。
当
院
の
内

科
医
師
体
制
の
弱
体
に
伴
う
救
急

医
療
や
長
期
フ
ォ
ロ
ー
患
者
の
転

院
や
他
院
へ
の
紹
介
が
今
、
将
に

行
わ
れ
て
い
る
最
中
で
あ
る
▼
利

根
中
央
病
院
は
生
協
病
院
と
し

て
、
利
根
沼
田
で
草
の
根
の
地
域

医
療
を
実
践
し
て
き
た
。
県
北
の

中
核
病
院
と
な
っ
た
が
、
患
者
、

組
合
員
の
信
頼
を
勝
ち
得
た
最
大

の
原
動
力
は
、
地
域
住
民
の
医
療

要
求
に
真
面
目
に
応
え
て
き
た
結

果
だ
と
思
う
。
医
師
を
中
心
と
す

る
民
主
的
集
団
医
療
、
チ
ー
ム
医

療
で
こ
の
苦
境
を
乗
り
切
る
以
外

に
有
効
な
手
は
な
い
。
患
者
、
組

合
員
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
は
真

に
こ
の
病
院
が
”医
療
崩
壊
“に
正

し
く
立
ち
向
か
っ
て
い
く
か
ど
う

か
見
守
り
つ
つ
、
有
形
無
形
の
支

援
を
お
願
い
し
た
い
。
　
（
都
） 

あぜ道 あぜ道 

インフルエンザは突然の高熱に加え、頭痛や全身のだるさ、筋肉や関節の痛みなどの全身症状を伴う特徴があります。 

　今年の活動交流集会は、記念講演や 
４～５題の組合員の活動報告、内科医 
師削減問題での特別報告などを予定し 
準備を進めています。 

　交流集会の詳しい内容は次号でお知 
らせします。ぜひ多くの方の参加をお 
願いいたします。 

日時  ３月８日（日） 

受付  ９時30分　開会10時 

場所  みなかみ町カルチャーセンター（上牧） 

決
定
し
た
主
な
事
項
で
す
。 

①
病
院
建
設
準
備
は
予
定
ど
お
り

　
推
進
し
ま
す
が
、
着
工
時
期
に

　
つ
い
て
は
、
医
療
構
想
と
経
営

　
計
画
、
設
計
の
３
つ
の
視
点
で

　
再
検
討
し
決
定
す
る
。 

②
医
師
削
減
に
よ
り
収
入
減
が
予

　
想
さ
れ
る
の
で
、
建
設
資
金
計

　
画
、
経
営
計
画
を
全
面
的
に
見

　
直
す
。 

③
放
射
線
照
射
施
設
・
装
置
は
、

　
第
１
期
建
設
で
は
見
送
る
。 

新
病
院
建
設
は
、
以
上
述
べ
ま
し

た
よ
う
に
着
工
を
延
期
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
り
ま
し
た
。
ご
理
解
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
皆
様
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、

役
職
員
は
力
を
合
わ
せ
、
医
師
確

保
や
地
域
医
療
を
守
る
よ
う
皆
様

の
ご
期
待
に
添
え
る
病
院
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
諸
準
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。 

　
医
師
不
足
を
主
因
と
し
た
全
国

各
地
で
起
き
て
い
る
医
療
崩
壊
の

実
態
な
ど
、「
新
病
院
建
設
」
を

取
り
巻
く
厳
し
い
現
状
に
ご
理
解

い
た
だ
き
、
引
き
続
き
地
域
医
療

を
守
る
た
め
ご
協
力
を
心
か
ら
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

地
域
医
療
確
保
め
ざ
し 

患者・組合員の皆様へお願い 
　全国的な医師不足の影響から群馬大学第一内科の医師体制不足の
ため、第１内科より派遣されてくる医師が減員となり、４月１日か
ら当院の常勤内科医師が15人から９人に減員となります。現在、非
常勤医師による診療継続をめざして生協、病院をあげて努力中ですが、
多大なご迷惑をおかけすることは避けられません。 
　既に４月からの内科医師減員に伴う紹介状の記載や入院体制の準
備等を始めていますが、内科医師の業務負担が大幅に増加しており、
これ以上医師への負担を掛けさせないために、苦渋の決断として当
院の内科系救急外来体制を以下の様に変更させて頂きます。 
　皆様には、大変ご不便・ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解の
程をお願いいたします。 
　　　　　　　　　　　　　　　利根中央病院　院長　長坂　一三 

［１］１月19日から平日午後の内科系救急外来（13時～17時）を
　　　休止いたしました。 
　　①処方のみの場合でも対応が出来ません。 
　　②午前中の受診をお願いいたします 
　　③外傷（ケガ）への対応は従来通り行います  
［２］４月１日より内科系の当直は次の様になります。 
　　　　次の曜日は、直接来院した方や救急車を要請された方、及
　　　び当院かかりつけの方など、全ての内科系疾患に対し、内科
　　　系当直医師不在のため対応が出来ませんのでご留意下さい。 
　　①平日は、火曜及び木曜日の時間外診療（17時～翌朝９時）。 
　　②土曜、日曜及び祭日の午後以降（12時～翌朝９時）の救急
　　　輪番日（月１回程度）以外。  
［３］消化器内科（食道・胃・十二指腸・小腸・大腸・肝臓・胆嚢・
　　　胆管・膵臓）が担当すべき疾患については、当院では対応し
　　　きれない事が予想されます。その際は、他の医療機関へご紹
　　　介させていただきます。  
［４］内科医師数が減るため、入院をお断りせざるを得ない場合も
　　　予想されます。その際には他の医療機関へご紹介させていた
　　　だきます。 
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増資世帯 
 昨年を上回る 
引き続き大きな協力を 

　
10
、11
月
の
生
協
強
化
月
間
を

中
心
に
取
り
組
ま
れ
た
出
資
金
ふ

や
し
の
活
動
は
、
年
末
ぎ
り
ぎ
り

ま
で
頑
張
り
一
定
の
前
進
を
は
か

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

　
こ
の
結
果
、
12
月
末
ま
で
の
取

り
組
み
は
、
組
合
員
ふ
や
し
で
は

前
年
比
約
６
％
増
の
４
４
８
世
帯

の
成
果
。
出
資
金
ふ
や
し
の
活
動

で
も
、
実
増
資
世
帯
は
前
年
比
約

３
％
増
の
５
、３
８
１
世
帯
で
前
年

を
上
回
る
協
力
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。 

　
増
資
協
力
世
帯
30
％
以
上
を

め
ざ
す
目
標
は
、
生
協
全
体
で
は

22
・
２
％
に
な
り
、
40
％
を
超
え

た
支
部
は
、
沼
田
南
（
馬
場
半
次

郎
）、
川
場
（
吉
野
長
治
）、
月
夜

野
東
（
小
林
一
義
）
の
３
支
部
。

30
％
以
上
は
高
山
支
部
（
大
木

一
雄
）
で
し
た
。
カ
ッ
コ
内
は
支

部
長
。 

　
厳
し
い
経
済
状
況
で
す
が
、
皆

様
の
ご
協
力
で
増
資
額
は
６
千
万

円
を
超
え
る
成
果
で
し
た
。 

　
組
合
員
の
皆
様
、
３
月
の
年
度

末
ま
で
、
組
合
員
ふ
や
し
五
百
世

帯
。
出
資
金
ふ
や
し
１
億
円
。
増

資
協
力
世
帯
30
％
の
目
標
達
成

に
向
け
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

第32回 

保健組織活動交流集会 保健組織活動交流集会 保健組織活動交流集会 
増
資
活
動 
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増
資
者
一
覧 

12
月
分 

▼
12
月
の
増
資
は
一
、一
七
○
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
一
覧
へ
の
紹
介
は
、紙
面
の
都
合
上
10
口
単
位
に
到
達
し
た

　
二
四
○
人
の
方
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。 

〈
沼
田
東
支
部
〉 

　（
1770
口
以
上
） 

佐
藤
　
　
力 

　（
1370
口
以
上
） 

大
島
　
昭
治 

　（
1360
口
以
上
） 

西
村
　
益
美 

　（
1150
口
以
上
） 

角
田
　
由
雄 

　（
720
口
以
上
） 

加
藤
　
達
男 

　（
220
口
以
上
） 

高
橋
　
ト
キ 

　（
210
口
以
上
） 

高
山
　
郁
三 

　（
170
口
以
上
） 

生
方
　
真
司 

小
林
　
元
八 

　（
150
口
以
上
） 

阿
部
　
秀
典 

　（
120
口
以
上
） 

石
井
　
本
江 

　（
110
口
以
上
） 

中
村
　
慎
二 

　（
100
口
以
上
） 

田
中
　
義
一 

小
野
　
一
男 

狩
野
　
精
一 

　（
70
口
以
上
） 

永
見
　
く
ら 

　（
60
口
以
上
） 

丸
山
　
貞
夫 

　（
30
口
以
上
） 

奈
良
　
修
一 

　（
20
口
以
上
） 

田
中
恭
仁
子 

　（
10
口
以
上
） 

片
桐
　
秀
夫 

〈
沼
田
中
支
部
〉 

　（
70
口
以
上
） 

阿
部
　
君
子 

〈
沼
田
西
支
部
〉 

　（
60
口
以
上
） 

石
沢
　
孝
一 

〈
沼
田
北
支
部
〉 

　（
900
口
以
上
） 

角
田
　
正
男 

　（
240
口
以
上
） 

落
合
　
孝
次 

　（
210
口
以
上
） 

斉
藤
　
圭
司 

　（
100
口
以
上
） 

本
間
　
麻
次 

　（
90
口
以
上
） 

角
田
　
和
喜 

　（
80
口
以
上
） 

野
中
　
忠
信 

　（
30
口
以
上
） 

田
村
　
正
仁 

和
田
　
英
一 

石
原
　
銀
司 

　（
20
口
以
上
） 

駒
村
き
み
江 

宮
沢
　
　
等 

　（
10
口
以
上
） 

星
野
　
一
男 

〈
利
南
支
部
〉 

　（
1250
口
以
上
） 

 

南
雲
　
成
子 

　（
630
口
以
上
） 

稲
垣
　
隆
三 

　（
290
口
以
上
） 

田
村
　
利
男 

　（
140
口
以
上
） 

星
野
　
好
正 

　（
90
口
以
上
） 

金
子
　
し
ん 

岡
田
　
　
芳 

　（
70
口
以
上
） 

川
田
　
　
実 

　（
20
口
以
上
） 

桑
原
　
　
操 

　（
10
口
以
上
） 

猪
熊
　
房
子 

〈
池
田
支
部
〉 

　（
80
口
以
上
） 

牧
野
　
年
夫 

牧
野
　
保
好 

　（
70
口
以
上
） 

木
村
　
恒
男 

　（
50
口
以
上
） 

中
沢
　
益
夫 

　（
30
口
以
上
） 

田
村
　
賢
一 

　（
20
口
以
上
） 

安
藤
　
　
均 

〈
薄
根
支
部
〉 

　（
50
口
以
上
） 

横
坂
　
順
治 

　（
40
口
以
上
） 

齋
藤
　
百
世 

　（
30
口
以
上
） 

戸
部
　
恭
一 

荒
田
　
一
夫 

　（
20
口
以
上
） 

菅
野
　
春
雄 

倉
澤
　
松
美 

　（
10
口
以
上
） 

片
野
　
　
肇 

田
村
喜
代
治 

小
見
　
　
隆 

〈
川
田
支
部
〉 

　（
260
口
以
上
） 

菅
沼
　
恒
雄 

　（
10
口
以
上
） 

本
多
　
昌
一 

〈
白
沢
支
部
〉 

　（
150
口
以
上
） 

鶴
渕
　
秀
行 

　（
100
口
以
上
） 

小
林
　
延
男 

〈
利
根
北
支
部
〉 

　（
1350
口
以
上
） 

小
菅
　
　
義 

　（
330
口
以
上
） 

千
明
　
清
志 

　（
130
口
以
上
） 

武
士
　
　
登 

　（
110
口
以
上
） 

 

中
村
　
照
次 

　（
90
口
以
上
） 

原
沢
　
勝
利 

　（
80
口
以
上
） 

星
野
　
知
祐 

井
上
　
　
勝 

　（
70
口
以
上
） 

小
林
　
正
則 

小
林
加
代
子 

　（
60
口
以
上
） 

小
林
　
　
睦 

 

石
倉
　
義
次 

　（
50
口
以
上
） 

石
川
　
達
雄 

　（
40
口
以
上
） 

中
村
　
君
子 

中
澤
　
ふ
じ 

　（
20
口
以
上
） 

原
沢
　
一
浩 

高
橋
　
篤
夫 

　（
10
口
以
上
） 

星
野
　
安
雄 

新
井
　
淳
一 

〈
片
品
支
部
〉 

　（
2140
口
以
上
） 

原
沢
　
粂
夫 

　（
590
口
以
上
） 

高
橋
　
光
一 

　（
400
口
以
上
） 

星
野
　
成
一 

　（
310
口
以
上
）　 

大
竹
　
敏
彦 

　（
260
口
以
上
） 

角
田
彦
三
郎 

　（
240
口
以
上
） 

星
野
　
幸
一 

　（
220
口
以
上
） 

星
野
　
初
三 

　（
140
口
以
上
） 

 

星
野
　
明
宏 

斉
藤
　
功
治 

　（
120
口
以
上
） 

星
野
　
健
一 

　（
110
口
以
上
） 

宇
敷
　
啓
夫 

小
林
吉
次
郎 

　（
100
口
以
上
） 

星
野
浅
次
郎 

星
野
ヤ
ヨ
イ 

　（
90
口
以
上
） 

星
野
　
　
實 

後
藤
　
正
一 

戸
丸
　
正
美 

　（
80
口
以
上
） 

入
沢
　
惣
平 

星
野
希
久
枝 

 

須
藤
　
規
光 

　（
70
口
以
上
） 

星
野
　
育
雄 

千
明
つ
る
江 

　（
50
口
以
上
） 

萩
原
　
一
彰 

笹
崎
千
万
夫 

青
木
　
久
雄 

大
竹
　
将
彦 

星
野
さ
つ
子 

村
田
ヒ
デ
子 

　（
40
口
以
上
） 

星
野
　
豊
作 

戸
丸
善
次
郎 

星
野
　
好
男 

　（
30
口
以
上
） 

笠
原
庫
之
助 

深
艸
　
正
修 

星
野
　
た
ま 

　（
20
口
以
上
） 

 

千
明
　
秋
男 

井
上
　
真
二 

吉
野
　
嶋
作 

小
嶋
　
光
太 

 

星
野
　
喜
一 

佐
藤
　
晴
夫 

　（
10
口
以
上
） 

大
竹
　
錦
治 

星
野
　
周
一 

〈
川
場
支
部
〉 

　（
340
口
以
上
） 

 

高
山
　
廣
昭 

　（
220
口
以
上
） 

千
木
良
晴
美 

　（
70
口
以
上
） 

藤
巻
　
壽
雄 

　（
60
口
以
上
） 

春
原
　
恒
雄 

〈
月
夜
野
東
支
部
〉 

　（
230
口
以
上
） 

高
橋
　
国
博 

　（
220
口
以
上
） 

金
子
　
正
平 

　（
140
口
以
上
） 

野
村
　
雅
吉 

　（
130
口
以
上
） 

渋
谷
　
正
誼 

　（
110
口
以
上
） 

 

中
沢
　
和
夫 

　（
100
口
以
上
） 

高
橋
　
太
助 

　（
90
口
以
上
） 

阿
部
　
尚
治 

池
田
　
恵
一 

増
田
　
延
司 

　（
80
口
以
上
） 

櫛
渕
　
芳
男 

　（
60
口
以
上
） 

小
林
　
恒
夫 

櫛
渕
　
　
大 

　（
50
口
以
上
） 

阿
部
　
昭
子 

田
村
　
俊
治 

　（
40
口
以
上
） 

佐
藤
　
京
子 

佐
藤
　
利
夫 

登
坂
　
民
司 

大
熊
　
　
猛 

　（
20
口
以
上
） 

増
田
　
茂
雄 

　（
10
口
以
上
） 

小
林
　
三
郎 

久
保
　
力
一 

 

阿
部
　
史
朗 

〈
月
夜
野
西
支
部
〉 

　（
1680
口
以
上
） 

丸
山
　
　
功 

　（
330
口
以
上
） 

高
野
　
富
男 

　（
260
口
以
上
） 

原
　
健
太
郎 

　（
200
口
以
上
） 

田
村
　
昌
弘 

　（
110
口
以
上
） 

桑
原
　
と
り 

田
村
　
　
修 

石
坂
　
ち
か 

　（
70
口
以
上
） 

原
沢
　
芳
雄 

　（
60
口
以
上
） 

石
坂
　
彦
治 

石
坂
ヤ
エ
子 

　（
50
口
以
上
） 

竹
内
　
ウ
メ 

　（
20
口
以
上
） 

高
橋
　
朋
司 

〈
水
上
支
部
〉 

　（
200
口
以
上
） 

林
　
　
正
之 

　（
80
口
以
上
） 

鈴
木
　
忠
三 

　（
70
口
以
上
） 

関
口
　
信
雄 

　（
50
口
以
上
） 

須
藤
　
栄
寿 

　（
40
口
以
上
） 

 

丸
山
　
盛
雄 

　（
20
口
以
上
） 

剣
持
　
　
昭 

　（
10
口
以
上
） 

 

遠
藤
　
　
惇 

〈
新
治
支
部
〉 

　（
270
口
以
上
） 

佐
藤
勝
次
郎 

　（
100
口
以
上
） 

 

原
沢
　
徳
光 

福
田
利
志
夫 

岡
田
作
太
夫 

　（
90
口
以
上
） 

尾
崎
　
　
敬 

　（
80
口
以
上
） 

 

原
沢
　
留
作 

河
合
　
市
郎 

　（
70
口
以
上
） 

見
城
　
武
雄 

森
下
た
か
え 

　（
60
口
以
上
） 

松
井
　
　
宏 

高
橋
喜
太
郎 

林
　
　
な
み 

　（
50
口
以
上
） 

佐
藤
　
元
司 

林
　
　
賢
一 

田
村
　
　
登 

吉
野
　
　
誠 

　（
40
口
以
上
） 

原
沢
よ
し
の 

柳
　
　
長
寿 

本
多
　
　
進 

森
下
　
末
子 

木
檜
　
一
雄 

　（
30
口
以
上
） 

高
橋
　
正
二 

高
野
　
晃
一 

岡
田
　
洋
一 

田
村
　
幸
雄 

原
澤
　
　
汪 

細
川
　
盛
良 

　（
20
口
以
上
） 

河
合
　
辰
三 

冨
澤
　
シ
ゲ 

原
澤
　
　
学 

　（
10
口
以
上
） 

松
井
芳
太
郎 

太
田
ヒ
サ
子 

高
橋
　
ト
ラ 

上
野
カ
ヅ
エ 

〈
昭
和
東
支
部
〉 

　（
820
口
以
上
） 

林
　
　
一
郎 

　（
110
口
以
上
） 

吉
沢
　
次
郎 

　（
90
口
以
上
） 

林
　
　
忠
明 

　（
80
口
以
上
） 

加
藤
　
秀
勝 

　（
70
口
以
上
） 

飯
塚
　
勝
二 

石
井
　
幸
夫 

　（
50
口
以
上
） 

大
竹
　
万
平 

　（
40
口
以
上
） 

後
藤
　
岩
雄 

　（
30
口
以
上
） 

萩
原
　
銀
治 

　（
20
口
以
上
） 

加
藤
　
悠
子 

　（
10
口
以
上
） 

若
山
　
寿
子 

星
野
　
悦
子 

〈
昭
和
南
支
部
〉 

　（
520
口
以
上
） 

倉
沢
　
一
郎 

　（
160
口
以
上
） 

諸
田
　
拓
三 

　（
50
口
以
上
） 

阿
部
　
一
吉 

　（
10
口
以
上
） 

角
田
　
勝
美 

〈
高
山
支
部
〉 

　（
270
口
以
上
） 

平
形
作
太
郎 

　（
130
口
以
上
） 

後
藤
　
　
力 

　（
110
口
以
上
） 

小
林
　
章
宏 

高
柳
　
菊
夫 

　（
70
口
以
上
） 

町
田
　
和
男 

　（
60
口
以
上
） 

飯
塚
　
孝
雄 

唐
沢
　
徳
治 

　（
50
口
以
上
） 

深
代
　
忠
雄 

　（
40
口
以
上
） 

飯
塚
　
義
満 

飯
塚
　
忠
也 

　（
30
口
以
上
） 

後
藤
　
悦
好 

飯
塚
初
太
郎 

後
藤
志
づ
子 

小
平
　
勝
司 

市
村
　
征
洋 

　（
20
口
以
上
） 

高
柳
　
林
衛 

笠
原
　
晃
一 

小
幡
　
利
夫 

松
井
　
亀
夫 

　（
10
口
以
上
） 

小
林
和
四
郎 

大
渕
　
正
人 

大
木
　
　
毅 

〈
子
持
村
〉 

　（
110
口
以
上
） 

石
坂
　
嘉
男 

よ
う 

 

こ
そ 

12
月
の 

新
加
入
者 
新
し
い
仲
間 

（
敬
称
略
） 

〈
沼
田
東
支
部
〉 

星
野
　
俊
介 
 

齋
藤
　
千
捷 

〈
沼
田
中
支
部
〉 

 

真
庭
　
則
子 

川
越
み
ち
子 

〈
沼
田
西
支
部
〉 

丸
山
　
敦
也 

〈
沼
田
北
支
部
〉 

 

小
林
　
雄
二 

〈
利
南
支
部
〉 

原
澤
み
ゆ
き 

小
林
　
京
子 

〈
薄
根
支
部
〉 

宇
津
野
文
男 

石
田
　
静
代 

永
山
　
　
博 

〈
川
田
支
部
〉 

茂
木
　
孝
夫 

〈
利
根
北
支
部
〉 

小
林
加
代
子 

原
沢
　
一
浩 

星
野
　
義
之 

中
澤
　
主
税 

高
井
　
人
士 

小
林
　
正
雄 

高
橋
　
篤
夫 

星
野
　
政
江 

中
澤
　
ふ
じ 

〈
利
根
南
支
部
〉 

鈴
木
　
カ
ネ 

〈
片
品
支
部
〉 

千
明
幸
市
郎 

 

高
橋
　
秀
行 

千
明
つ
る
江 

星
野
　
喜
一 

千
明
　
佑
吉 

田
辺
　
博
文 

星
野
　
た
ま 

佐
藤
　
晴
夫 

〈
川
場
支
部
〉 

高
井
　
勝
久 

〈
水
上
支
部
〉 

金
子
　
さ
よ 

酒
井
美
恵
子 

遠
藤
　
　
惇 

武
田
　
直
子 

〈
新
治
支
部
〉 

 

高
橋
　
ト
ラ 

 

廣
瀬
　
せ
き 

林
　
　
な
み 

上
野
カ
ヅ
エ 

河
合
　
市
郎 

〈
昭
和
東
支
部
〉 

高
橋
　
民
夫 

 

星
野
　
悦
子 

〈
昭
和
南
支
部
〉 

新
木
　
久
子 

藤
井
三
代
子 

角
田
　
丈
久 

〈
高
山
支
部
〉 

大
木
　
　
毅 

 

大
木
　
秀
雄 

▼
12
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
七
三
人
で
し
た
。（
敬
称
略
） 

　
「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
」
は
、
感
染

性
下
痢
嘔
吐
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

冬
に
多
く
、
生
牡
蠣
な
ど
の
汚
染

さ
れ
た
物
を
加
熱
し
な
い
で
飲
食

す
る
こ
と
に
よ
り
「
食
品
媒
介
感

染
」
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

感
染
し
た
人
の
手
指
を
介
し
て
の

「
接
触
感
染
」
。
さ
ら
に
感
染
し

た
人
の
便
や
吐
物
の
処
理
が
不
十

分
だ
っ
た
た
め
、
ウ
イ
ル
ス
が
空

中
に
浮
遊
し
そ
れ
を
吸
入
す
る
こ

と
に
よ
る
「
飛
沫
感
染
」
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。 

　
利
根
中
央
病
院
で
は
、
日
本
人

間
ド
ッ
ク
学
会
か
ら
県
下
で
四
番

目
と
な
る
「
人
間
ド
ッ
ク
・
健
診

施
設
機
能
評
価
」
を
昨
年
認
定
さ

れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
調
査
員
に
よ
る
実
地

調
査
に
よ
り
人
間
ド
ッ
ク
健
診
施

設
の
評
価
を
受
け
、
施
設
認
定
と

質
の
改
善
を
は
か
り
、
受
診
者
が

安
心
し
て
健
診
が
受
け
ら
れ
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。 

　
ま
た
、
こ
の
調
査
の
な
か
で
「
病

院
の
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
が

し
っ
か
り
整
備
さ
れ
て
い
る
点
も

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

　
当
院
の
人
間
ド
ッ
ク
の
や
り
方

は
、
開
設
以
来
、
胸
部
・
胃
Ｘ
線
、

心
電
図
、
肺
機
能
、
腹
部
エ
コ
ー
、

血
液
検
査
等
の
結
果
を
ふ
ま
え
て

診
察
し
て
、
当
日
説
明
を
行
う
。

そ
の
後
、
各
検
査
結
果
を
二
重
チ

ェ
ッ
ク
し
て
、
二
週
間
後
に
「
人

間
ド
ッ
ク
成
績
書
」
と
し
て
郵
送

す
る
方
法
で
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
対
応
は
受
診
者
か
ら
は
好
評

で
、
現
在
各
診
察
部
門
と
の
連
携

で
、
年
間
約
二
千
人
の
人
間
ド
ッ

ク
と
、
三
千
人
弱
の
健
診
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
現
在
３
月
の
ド
ッ
ク
に

若
干
の
余
裕
が
あ
り
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
、
健
康
管
理
課
に
お
問

い
合
せ
下
さ
い
。 

　
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
「
ノ
ロ

ウ
ィ
ル
ス
」
と
も
、
利
根
沼
田
地

域
で
も
昨
年
12
月
か
ら
流
行
が
確

認
さ
れ
、
当
院
の
入
院
患
者
の
中

で
発
症
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
、
院
内
感
染
対
策
チ

ー
ム
が
中
心
と
な
り
、
感
染
拡
大

防
止
の
対
策
を
講
じ
て
き
た
結
果
、

終
息
の
方
向
で
す
。 

　
「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
」
は
非
常
に

感
染
力
の
強
い
ウ
イ
ル
ス
で
す
。

こ
の
た
め
入
院
さ
れ
て
い
る
方
の

家
族
以
外
の
面
会
は
避
け
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

　
と
く
に
高
齢
者
の
方
は
、
抵
抗

力
が
低
下
し
て
い
る
の
で
、
日
頃

か
ら
、
流
水
・
石
鹸
に
よ
る
手
洗

い
、
マ
ス
ク
着
用
な
ど
が
重
要
で

す
。 

　
も
ち
ろ
ん
、
家
族
の
面
会
時
の

手
洗
い
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
下
痢
や
嘔
吐
等
の
自
覚
症

状
が
あ
る
方
、
小
児
の
方
は
、
面

会
を
ご
遠
慮
下
さ
い
。 

地
域
の
健
康
づ
く
り
に
向
け 

人
間
ド
ッ
ク
・
健
診
施
設
機
能
評
価
認
定 

●と　き　３月15日（日） 
●ところ　老人保健施設とね　多目的室 
  　　　　    （十王公園南側 ３階の建物） 
●参加費　１，０００円 
●申し込み先　２月末日までに下記実行委員へ 

第24回　囲碁大会 第24回　囲碁大会 第24回　囲碁大会 

沼　田　　石倉　恒治　２３-０７０６ 
　　　　　染谷　　威　２２-３４４２ 
　　　　　細川　三夫　２３-４５７６ 
　　　　　永井　達郎　２３-１９６４ 
　　　　　高橋　正明　２２-５３０４ 
　　　　　原　二次男　２３-１８７０ 
旧白沢　　小野　武司　５３-２１５７ 
旧利根　　萩原　四郎　５６-２２４７　 
片　品　　金子　英樹　５８-２８５１ 
旧月夜野　高橋　建六　６２-２０４５ 
　〃　　　杉木　重則　６２-６９８９ 
旧水上　　高柳　尚弘　７２-５０１３ 
旧新治　　林　　利雄　６４-００９７　 
昭　和　　杉木　哲二　２４-３８７２ 

受付８時３０分～受付 
９時～開会式・対局開始 
 

主　催：利根保健生協囲碁大会実行委員会 
お問い合わせ　事務局 組織課　22-2300

�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������面
会
制
限
の
ご
協
力
を 

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」 

「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
」
防
止
に 

生
物
の
加
熱
を
必
ず 

４月より「精神科」初診者も予約制 
　これまで精神科外来では、新しく受診される方については予約
制をとってきませんでした。しかし、一人一人の診察に時間がかか
り予約無しの場合、数時間待ちになることもありました。 
　4月より医師体制も４人から３人に減員となります。そのため新
しく受診される方についても予約制とさせていただきます。 

①この場合の予約方法は、精神科外来まで電話か直接外来に 
　おいで下さい。 

②受診当日は、総合受付で初診手続きをお願いします。 

③予約なしで見えた場合は、予約していただき再度来院して 
　いただくことになります。 

利根中央病院 精神科 

電話0278-22-4321 (精神科外来内線) 279
電話は、平日の午後2時から4時にお願いします。 

利根保健生協　 
支部対抗グラウンドゴルフ大会のご案内 

と　き…4月10日（金）　  
ところ…みなかみ町総合運動場（ホッケー場） 

と　き…3月14日（土）午後1時30分 
ところ…利根沼田文化会館 小ホール 
演　題…「憲法を守り抜く時」 
 　　　　　～平塚らいてうからのメッセージ～ 

話す人…米田 佐代子先生 (近現代女性史研究家） 
 主　催：利根保健生活協同組合 

参加申し込みお問い合せは３月25日までに、 
支部長まで。もしくは生協組織課　℡22-2300まで 

主催：利根沼田九条の会 

「利根沼田九条の会」 ４ 周 年 記念集会 

検
査
結
果
を
ふ
ま
え
て
　 

　
　
　
　
　
　
　
診
察
・
説
明 

インフルエンザ？と思ったら早期受診を。綿棒で鼻やのどの粘膜を軽くこすって調べるだけで迅速に判定できます。 
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かぜと違うインフルエンザは要注意。高齢者や子供などは重い病気に発展することもあるので、誤った自己判断は危険です。 

12月班会開催一覧 

白沢　尾合合同班（年間計画づくりと新年会） 
　「班会のしおり」をもとにやりたいテーマを出し合って
年間計画を作成。「食堂や品揃え豊富な売店を院内に設置
して」など新病院建設への期待の声も出されました！ 

利南　下久屋原班（大腸がんの話、大腸がんチェック） 
　「ここに２滴たらして･･･」と看護師の指導を受けながら
自分たちで大腸がんチェック。皆、陰性でホッとしました。
こんなに簡単なら半年に１回必ずやろうということに☆ 

沼田南　鍛冶町10班（年間計画づくりと新年会） 
　ご馳走を前に「健康班会を引き続き行って、元気で長生
きをしましょう。末長い皆さんの健康を願って」と世話人
の馬場半次郎さんの音頭で乾杯。楽しい新年会でした♪ 

新治　十二河原班(大腸がんチェック) 
毎回、出資金を持ち寄って班会。便潜血チェックは

皆が陰性でひと安心でした。内科医が減ることは心配
との話題に。地域に残ってくれる医師が欲しいですね！！ 

月夜野東　原の中班（健脳体操とレクリエーション） 
　医学生２人に血圧を測ってもらい、指先や全身を使って
脳を刺激する「健脳体操」や簡易レクで楽しく交流。手作り
料理を食べながら医療に対する想いも交流し合いました。 

班会あれこれ 
おらがまちの 

材木町 11 

材木町１   

東原新町13 

西原新町11 

上原町7-4 

上原町6-1 

上原町9-2 

西倉内町８ 

榛名町8-2 

榛名町1-2 

榛名町３ 

榛名町8-1 

鍛冶町10 

鍛冶町５ 

鍛冶町６ 

高橋場町原田神明 

上久屋町馬場 

下久屋町原 

フラワータウン 

戸鹿野町1 

硯田町合同班 

白岩町合同班 

尾合上 

伊香原合同班 

中野合同班 

下牧原の中 

後閑上入合同班 

後閑下入合同班 

下津竹改戸 

橋下洞上１ 

橋下洞上２ 

橋下北 

須川十二河原 

須川上 

須川中 

須川下 

布施宿 

糸井中宿 

貝野瀬合同班 

判形前原 

ＭＯＢクラブ 

１階北 

ふれあいの輪 

支部名 班　名 人数 班 長 名 班 会 内 容 

忘年会、血管年齢測定 

忘年会、年間計画 

忘年会 

忘年会 

指圧 

指圧 

指圧 

忘年会、班長選出 

忘年会、年間計画 

忘年会、年間計画 

忘年会、年間計画 

忘年会、年間計画 

忘年会、年間計画 

忘年会、年間計画 

忘年会、年間計画 

脳梗塞の話 

脳梗塞の話、年間計画、忘年会 

忘年会、年間計画 

健康で長生きの話 

ソバ打ち班会（1000円負担） 

忘年会、年間計画 

忘年会、年間計画 

調理班会 

インフルエンザ班会 

忘年会、餃子つくり班会 

忘年会、糖尿病の話 

血管年齢測定、特定健診の話 

血管年齢測定、特定健診の話 

血圧チェック 

大腸がんチェック、尿チェック 

大腸がんチェック、尿チェック 

大腸がんチェック、尿チェック 

健康度チェック、健脳体操 

温泉班会 

温泉班会 

温泉班会 

骨粗しょう症の話、骨密度測定 

バランスよく快食、ぐっすり快眠 

かぜとインフルエンザ 

おひまち班会 

年間計画、内臓脂肪測定 

肺の仕組み 

内臓脂肪測定 
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19 
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10 

6 

5 

5 
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4 
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4 
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4 
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6 

4 

8 
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24

小林永久子 

小野　のぶ 

雲越　タカ 

得能　淑子 

武井　嗣男 

片桐智代江 

星野フジ子 

坂大　徳江 

金子　くら 

戸部　大吉 

金子　恭子 

宮内はつ枝 

馬場半次郎 

下 　 ろ く  

竹村　健一 

石倉　時子 

織田沢澄世 

星野サヨ子 

 

星野　早苗 

金子　幸子 

 

角田　梅子 

小菅　　義 

宮田　正子 

山田八重子 

佐藤　　興 

渋谷　典子 

千明さかえ 

本多　　清 

原沢　福治 

南雲　紀子 

田村　照代 

梅沢　貞子 

見城　絹子 

見城　光子 

島崎　金衛 

須藤　澄子 

杉木　哲二 

木村千代子 

山田周一郎 

西畠みどり 

野村　　操 

 43回 総  計 246人 

沼田東

　 

 

 

 

 

 

沼田中 

沼田西 

 

 

 

沼田南 

 

 

沼田北 

利　南 

 

 

 

薄　根 

 

白　沢 

利根北 

川　場 

月夜野東 

 

 

月夜野西 

 

 

 

新　治 

 

 

 

 

昭和東 

 

高　山 

職域・他 

病棟・他 

竹
箒
に
昨
夜
の
う
す
雪
掃
き
し
あ
と
庭
に
幾
筋
線
を
残

せ
り 

 

遊
び
事
と
笑
う
な
友
よ
職
退
き
て
わ
れ
が
覚
え
し
ド
ラ

ム
缶
の
炭
焼
き 

 

初
春
に
九
人
家
族
の
賑
や
か
さ
食
事
づ
く
り
に
ひ
と
日

の
暮
れ
る 

 

小
松
菜
を
摘
み
つ
つ
望
む
子
持
嶺
に
冬
至
の
今
日
の
入

り
日
か
が
や
く 

 

若
き
日
に
教
へ
受
け
た
る
懐
か
し
き
恩
師
の
賀
状
に
励

ま
さ
れ
け
り 

 

高
齢
な
短
歌
の
友
と
お
正
月
元
気
で
語
る
笑
顔
た
や
さ

ず 

沼
田
市
馬
喰
町
　
　
　
金
　
井
　
貴
美
子 

  

川
場
村
生
品
　
　
　
　
小
　
林
　
文
　
吉 

  

み
な
か
み
町
湯
原
　
　
渡
　
丸
　
共
　
代 

  

沼
田
市
高
橋
場
町
　
　
大
　
竹
　
理
　
恵 

  

み
な
か
み
町
下
津
　
　
原
　
沢
　
貞
　
子 

  

沼
田
市
高
橋
場
町
　
　
森
　
田
　
妙
　
子 

lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

俳 

句 

短 

歌 

な
か
ま
の 

作
品 

し
わ
ぶ
き
て
心
も
尖
る
風
の
夜 

八
十
路
と
て
女
忘
れ
じ
初
鏡 

載
せ
て
来
し
蜜
柑
の
匂
ふ
配
膳
車 

蝋
梅
の
香
り
嗅
ぐ
孫
笑
顔
か
な 

お
ら
が
春
老
老
介
護
に
変
わ
り
な
く 

振
り
む
か
ぬ
孫
見
送
り
て
冬
の
暮 

ふ
り
向
け
ば
凸
凹
く
ね
り
雪
の
道 

冬
芽
早
や
大
空
に
向
き
ほ
ぐ
れ
初
む 

人
日
や
夢
の
中
な
る
母
の
顔 

み
な
か
み
町
藤
原
　
　
林
　
　
　
美
佐
子 

昭
和
村
貝
野
瀬
　
　
　
梅
　
沢
　
ま
つ
女 

沼
田
市
西
倉
内
町
　
　
戸
　
丸
　
泰
二
郎 

み
な
か
み
町
師
　
　
　
増
　
田
　
耕
　
寿 

沼
田
市
上
久
屋
町
　
　
坂
　
田
　
や
す
お 

み
な
か
み
町
下
牧
　
　
高
　
橋
　
勝
　
巳 

み
な
か
み
町
藤
原
　
　
吉
　
野
　
仍
　
次 

沼
田
市
硯
田
町
　
　
　
阿
　
部
　
ま
　
つ 

高
山
村
中
山
　
　
　
　
深
　
代
　
昭
　
夫 

鮭のピカタ 
□ 作り方 
①鮭は皮と大きな骨を除き、ひと口大のそぎ切りにする。 
②塩、こしょう各少々をふり、小麦粉を薄くまぶす。 
③卵を割りほぐし、フライパンにオリーブ油大さじ2を熱し、
②の鮭を卵液にくぐらせながら入れて両面を焼く。 

④ ほうれん草はゆで、４㎝長さに切ってバターで炒める。 
⑤ エリンギは残りの油で炒める。 
⑥ ③の鮭とエリンギ、ほうれん草を盛り、トマトケチャッ
プとカレー粉を混ぜ合わせたものを添える。 

□ 材料（4人分） 

今月の 
料理 

（栄養課　林あやの） 

甘塩鮭…4切れ　ほうれん草…1束　エリンギ…2本 
卵…2個　バター…少々　オリーブ油…大さじ2強 
トマトケチャップ…大さじ2　カレー粉…小さじ2/3 
塩…少々　こしょう…少々　小麦粉…適量 

鮭と緑黄色野菜を合わせると 
抗酸化作用がアップ。疲労回復や美肌効果に役立ちます。 

俳
句
・
短
歌
を
お
寄
せ
下
さ
い
。 

郵
送
先
　
〒
三
七
八
ー
〇
〇
五
三
 
沼
田
市
東
原
新
町
一
八
五
五
の
一 

　
　
　
　
利
根
保
健
生
協
　
組
織
課
　
「な
か
ま
の
作
品
」
係 

※ じ
ん  

じ
つ 

※
旧
暦
正
月
七
日
の
節
句
。 

ピロリ菌外来 予約制に 
・ピロリ菌外来の受診者増加に伴い、ピロリ
　菌外来が予約制となります。 
・外来日は現在と変更なく、月曜日14時～です。 
・班会などの陽性者も電話予約後の受診とな
　ります。 
・電話予約は14時～16時半までに内科外来
　へお問い合わせ下さい。 

代表 ☎ 22-4321（内科外来）まで 
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利根中央病院 
耳鼻科外来副主任 

西 巻 好 美  

日常生活の中でできるインフルエンザや風邪の予防は、手洗い・うがいはもちろん、マスクの着用や室内の加湿も有効です。 

医療相談室 医療相談室 医療相談室 　
花
粉
症
は
、
花
粉
の
飛
散
期
に
一
致
し
て
、
目
の
か
ゆ
み
、

充
血
、
流
涙
、
く
し
ゃ
み
、
水
様
鼻
汁
、
鼻
づ
ま
り
な
ど
、
目
、

鼻
の
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を
示
す
も
の
を
言
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
体
調
不
良
や
食
欲
不
振
、
便
秘
や
下
痢
に
な
っ
た
り
、

偏
頭
痛
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
季
節
性
発
症
が
特
徴
で
も

あ
る
の
で
季
節
性
鼻
炎
と
も
言
い
ま
す
。 
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花
粉
症
と
上
手
に

花
粉
症
と
上
手
に 

　
つ
き
あ
う
た
め
に

　
つ
き
あ
う
た
め
に 
花
粉
症
と
上
手
に

花
粉
症
と
上
手
に 

　
つ
き
あ
う
た
め
に

　
つ
き
あ
う
た
め
に 
花
粉
症
と
上
手
に 

　
つ
き
あ
う
た
め
に 

（最終回） 

「健康班会」で 

　学んで交流 

　利根保健生協の「健康班会」は、医

療生協の特色ある自主的な保健活動と

しておこなわれています。班会のなか

では、参加者同士の経験交流はもちろん、

病院の医師や看護師などの専門職の知

識を学んだり、大腸がんチェックや骨

密度チェック、体脂肪チェックなどの

健康チェック（一部有料のものもあり

ます）ができます。「健康班会」に地域・

家族ぐるみで参加して健康の見直しを

すすめましょう。 

すくすく すくすく 

掲載希望の方は①お子様氏名 ②年齢 ③住所 ④コメント 
（13文字以内）⑤連絡先 をご記入の上ご投稿下さい。 

エ ン ジ エ ル 
エ ン ジ エ ル 

編集事務局  E-mail:sukusuku-tone04@tonehoken.or.jp

里帰り出産の 

方も大歓迎！ 

沼田市下久屋町 

林　楓ちゃん（2歳9ヶ月） 
ピ～スができるようになったよ☆ 

かえで 

沼田市白沢町 

星野花里奈ちゃん（中・2歳2ヶ月） 
お兄ちゃんにも負けないよ！ 

かりな 沼田市薄根町 

渡部悠斗くん（左・2歳2ヶ月） 
ケンカ毎日！でも仲良し姉弟 

ゆうと 
みなかみ町須川 

高橋　蓮くん（2歳10ヶ月） 
ショベルカー大好き 

れん 
みなかみ町阿能川 

森本惟吹くん（1歳10ヶ月） 
外遊びが大好きです！ 

いぶき 
沼田市東原新町 

吉野蓮治くん（左・3歳） 
お兄ちゃん頑張れ～（笑） 

れんじ 

みなかみ町新巻 

柳　美紅ちゃん（2歳5ヶ月） 
３人兄妹唯一の姫です 

みく 
沼田市下川田町 

本多詠斗くん（7ヶ月） 
モ～♪モ～♪えいタン♪ 

えいと 

　
ス
ギ
花
粉
は
２
月
上
旬
か
ら
飛

散
し
、
４
月
上
旬
に
か
け
て
が
ピ

ー
ク
で
す
。
今
年
春
の
ス
ギ
花
粉

飛
散
量
は
、
過
去
十
年
の
平
均
と

同
じ
か
、
や
や
多
い
と
予
測
さ
れ

ま
す
。 

　
春
に
飛
散
す
る
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ

科
の
花
粉
量
は
、
前
年
夏
の
気
象

条
件
が
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
一

般
に
日
照
時
間
が
長
く
、
気
温
が

高
い
と
翌
年
春
の
花
粉
が
多
く
、

逆
に
雨
が
多
く
て
日
照
時
間
が
少

な
く
、
低
温
に
な
る
と
花
粉
が
減

少
し
ま
す
。 

　
原
因
と
な

る
花
粉
は
、

春
の
ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
、
秋

の
ブ
タ
ク
サ
、

ヨ
モ
ギ
な
ど

の
ほ
か
、
春

か
ら
秋
に
か

け
て
は
カ
モ

ガ
ヤ
、
ホ
ソ

ム
ギ
な
ど
の

イ
ネ
科
の
植

物
が
あ
り
ま

す
。 

今
春
の
ス
ギ
花
粉 

　
飛
散
量
は
？ 

初
期
療
法
で 

　
　
　
症
状
軽
減 

　
例
年
、
強
い
花
粉
症
状
を
示
す

方
は
、
初
期
療
法
を
お
勧
め
し
ま

す
。 

　
初
期
療
法
と
は
、
花
粉
飛
散
開

始
と
と
も
に
、
ま
た
は
症
状
が
少

し
で
も
現
れ
た
時
点
で
お
薬
に
よ

る
治
療
を
開
始
す
る
こ
と
で
す
。

初
期
療
法
は
花
粉
症
の
対
症
療
法

で
す
。
花
粉
症
を
完
全
に
抑
え
る

治
療
法
で
は
な
く
、
症
状
を
少
し

で
も
軽
く
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
治
療
法
で
す
。 

　
初
期
療
法
を
受
け
る
に
は
、
花

粉
が
飛
び
始
め
る
前
に
医
師
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
例
年
ど
の
よ

う
な
症
状
が
強
か
っ
た
か
を
お
伝

え
く
だ
さ
い
。 

余
裕
を
心
に 

　
　
正
し
く
治
療 

　
シ
ー
ズ
ン
中
は
お
薬
を
使
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
満
足
の
い
く
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
時
間

的
余
裕
と
い
う
も
の
を
心
に
置
い

て
、
正
し
く
治
療
す
れ
ば
、
お
お

よ
そ
２
、
３
日
で
症
状
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
ス
ギ
花
粉
の
シ
ー
ズ
ン
は
ず
っ

と
花
粉
が
飛
ん
で
い
る
の
で
、
薬

を
や
め
る
と
ま
た
症
状
が
出
て
き

て
し
ま
い
ま
す
。
い
っ
た
ん
ひ
ど

く
な
る
と
、
ま
た
そ
の
症
状
を
改

善
す
る
に
は
時
間
が
か
か
っ
て
し

ま
い
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。 

　
な
か
に
は
、「
市
販
薬
で
何
と

か
紛
ら
わ
そ
う
」
と
い
う
人
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
市
販
薬
で
よ

く
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
耳
鼻
科

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

自
分
の
症
状
を 

　
　
　
理
解
し
て 

　
受
診
し
た
際
に
は
、
自
分
が
ど

の
程
度
の
症
状
な
の
か
、
例
え

ば
、
く
し
ゃ
み
の
回
数
、
鼻
づ
ま

り
が
ど
の
程
度
か
、
鼻
を
か
む
回

数
な
ど
で
、
重
症
度
が
決
ま
っ
て

き
ま
す
。
そ
の
程
度
に
よ
っ
て
治

療
の
方
法
も
か
わ
り
ま
す
。 

　
重
症
度
の
分
類
に
よ
っ
て
、
お

薬
の
使
い
方
が
随
分
変
わ
っ
て
き

ま
す
。
例
え
ば
、
一
種
類
の
薬
で

済
む
場
合
、
二
種
類
の
薬
を
使
わ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。 

　
自
分
の
症
状
を
的
確
に
理
解
し

て
い
る
こ
と
が
、
自
分
の
症
状
を

や
わ
ら
げ
る
と
い
う
事
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。 

　
花
粉
症
と
上
手
に
つ
き
あ
う
た

め
に
、
早
め
に
治
療
を
開
始
し
ま

し
ょ
う
。 

日常生活の注意点 

①気象情報や花粉情報に注意する。  
②外出時にはマスクやメガネをする。
　コンタクトレンズは目との間に花
　粉が入りやすく、症状が悪くなる
　ので使用は控える。  
③帰宅したら衣類についた花粉を落
　とし、うがい、洗眼を。  
④花粉飛散時にはできるだけ窓をあ
　けない。  
⑤こまめに掃除をして家の中の花粉
　を除去する。 
　掃除の際にはマスクを。  
⑥花粉の多い日は家の中に洗濯物を
　干す。とりこむ時はよくはたいて
　花粉を落とす。 

2009年の各地の 
花粉飛散開始 
　　　 時期予測 

沼
田
市
高
橋
場
町 

大
島
更
桜
ち
ゃ
ん（
１
歳
） 

１
歳
の
お
誕
生
日
会
で
す
♪ 

さ
ら
さ 

症
状
が
つ
ら
く
な
っ
て
か
ら
治
療
を
開
始
し
た
場
合 

花
粉
が
飛
散
し
始
め
た
時
期 

ま
た
は 

症
状
が
出
始
め
た
時
期
か
ら
治
療
を
開
始
し
た
場
合 

〈花粉症と初期療法〉 

皆
さ
ん
の
お
宅
の
素
敵
な
エ
ン
ジ
ェ
ル
の
写
真
投
稿
を 

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 


